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【誤訳訂正書】
【提出日】令和3年2月8日(2021.2.8)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項１】
　熱可塑性ポリマー組成物であって、（ｉ）ハロゲン化ビニルポリマーと、（ｉｉ）第１
段ポリマー及び第２段ポリマーを有する、０．１～１２ｐｈｒ（塩化ビニルポリマーの１
００重量部固形分当たりの固形分部）の多段アクリルコポリマーと、を含み、（Ａ）前記
第１段ポリマーは、共重合形態で、２５～７８．５重量％の（ａ）少なくとも１つのＣ１

～Ｃ６アルキルメタクリレートまたはＣ１～Ｃ４アルキルアクリレートと、０～７５重量
％の（ｂ）１つ以上の他の極性ビニルモノマーと、１０重量％以下の（ｃ）ビニル芳香族
モノマーと、からなり、全モノマー比率は、前記第１段ポリマーの作製に使用されるモノ
マーの総重量を基準としており、前記第１段ポリマーは、標準ポリスチレンに対しゲル浸
透クロマトグラフィ（ＧＰＣ）で測定した重量平均分子量が１×１０６～１０×１０６ｇ
／モルであり、かつＦｏｘ式により計算されたガラス転移温度（計算されたＴｇ）が７０
～１０５℃であり、（Ｂ）第２段ポリマーは、共重合形態で、（ｄ）少なくとも１つのＣ

４～Ｃ１８アルキルアクリレートまたはＣ８～Ｃ１８アルキルメタクリレートと、合計で
０～７５重量％の（ｃ）１つ以上のビニル芳香族モノマーと、（ｂ）１つ以上の他の極性
ビニルモノマーの残部と、からなり、全モノマー比率は、前記第２段ポリマーの作製に使
用されるモノマーの総重量を基準としており、前記第２段ポリマーは、標準ポリスチレン
に対しＧＰＣで測定した重量平均分子量（Ｍｗ）が１，０００～１００，０００ｇ／モル
であり、かつ計算されたＴｇが－６５～４５℃であり、前記第１段ポリマー（Ａ）の前記
第２段ポリマー（Ｂ）に対する固形分重量比が１：３～７：１の範囲であり、前記多段ア
クリルコポリマーが、付加酸基官能性モノマー及び共重合形態のこのようなモノマーを実
質的に含まない、熱可塑性ポリマー組成物。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【請求項２】
　前記多段アクリルコポリマーは、二段アクリルコポリマーである、請求項１に記載の熱
可塑性ポリマー組成物。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項６】
　前記第１段ポリマー（Ａ）の前記第２段ポリマー（Ｂ）に対する固形分重量比が、４：
５～５：２の範囲である、請求項１に記載の熱可塑性ポリマー組成物。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項７】
　前記（ｉｉ）多段アクリルコポリマーは、付加グラフト結合モノマー、及び架橋モノマ
ー、及び共重合形態のこのようなモノマーを実質的に含まない、請求項１に記載の熱可塑
性ポリマー組成物。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項１０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項１０】
　単一のポリマー添加剤を有する熱可塑性組成物の作製方法であって、
　反応器内で５～４０℃の開始温度で、反応開始剤または酸化還元対の存在下において、
水または水性媒体中の（ａ）２５～７８．５重量％の少なくとも１つのＣ１～Ｃ６アルキ
ルメタクリレートもしくはＣ１～Ｃ４アルキルアクリレートと、（ｂ）０～７５重量％の
１つ以上の他の極性ビニルモノマーと、（ｃ）１０重量％以下のビニル芳香族モノマーと
（全モノマー比率は、前記第１のモノマー混合物中のモノマーの総重量を基準とする）、
の第１のモノマー混合物を重合して、標準ポリスチレンに対しゲル浸透クロマトグラフィ
（ＧＰＣ）で測定した重量平均分子量が１×１０６～１０×１０６ｇ／モルであり、かつ
Ｆｏｘ式により計算されたガラス転移温度（計算されたＴｇ）が７０～１０５℃である、
第１段ポリマー（Ａ）を形成することと、前記第１段ポリマーの存在下において、（ｄ）
少なくとも１つのＣ４～Ｃ１８アルキルアクリレートまたはＣ８～Ｃ１８アルキルメタク
リレートと、（ｃ）０～７５重量％の総ビニル芳香族モノマーと、（ｂ）１つ以上の他の
極性ビニルモノマーの残部と（全モノマー比率は前記第２のモノマー混合物中のモノマー
の総重量を基準とする）、の第２のモノマー混合物を逐次的に重合して、標準ポリスチレ
ンに対しＧＰＣで測定した重量平均分子量（Ｍｗ）が１，０００～１００，０００ｇ／モ
ルであり、かつ計算されたＴｇが－６５～４５℃である、第２段ポリマー（Ｂ）を形成す
ることであって、前記第１のモノマー混合物の前記第２のモノマー混合物に対する全固形
分重量比が１：３～７：１の範囲であり、前記第１及び第２のモノマー混合物は、酸基官
能性モノマーを実質的に含まない、及び０．１重量％以下である、重合することと、
　前記このようにして形成されたポリマーを乾燥させて、多段アクリルコポリマー添加剤
粉末を形成することと、
　（ｉ）ハロゲン化ビニルポリマーを提供し、それを前記多段アクリルコポリマー添加剤
とブレンドして、熱可塑性ポリマー組成物を形成することと、を含む、熱可塑性組成物の
作製方法。
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【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００１】
　本発明は、（ｉ）ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）等のハロゲン化ビニルポリマーと、（ｉｉ
）第１段ポリマー及び第２段ポリマーを有する、好ましくは粉末形態の、多段、好ましく
は二段アクリルコポリマーポリマー添加剤と、を含む組成物であって、（Ａ）第１段ポリ
マーは、共重合形態で、（ａ）少なくとも１つのＣ１～Ｃ６アルキルメタクリレートまた
はＣ１～Ｃ３アルキルアクリレート、好ましくはメチルメタクリレートと、（ｂ）０～７
５重量％の１つ以上の他の極性ビニルモノマーと、（ｃ）１０重量％以下のビニル芳香族
モノマーと、からなり、全モノマー比率は第１段ポリマーの作製に使用されるモノマーの
総重量を基準としており、第１段ポリマーは、標準ポリスチレンに対しゲル浸透クロマト
グラフィ（ＧＰＣ）で測定した重量平均分子量が１×１０６～１０×１０６ｇ／モルであ
り、かつ計算されたＴｇが７０～１０５℃であり、（Ｂ）第２段ポリマーは、共重合形態
で、（ｄ）少なくとも１つのＣ４～Ｃ１８アルキルアクリレートまたはＣ８～Ｃ１８アル
キルメタクリレートと、（ｃ）０～７５重量％の総ビニル芳香族モノマーと、（ｂ）１つ
以上の他の極性ビニルモノマーの残部と、からなり、全モノマー比率は第２段ポリマーの
作製に使用されるモノマーの総重量を基準としており、第２段ポリマーは、標準ポリスチ
レンに対しＧＰＣで測定した重量平均分子量（Ｍｗ）が１，０００～１００，０００ｇ／
モルであり、かつ計算されたＴｇが－６５～４５℃であり、第１段ポリマー（Ａ）の第２
段ポリマー（Ｂ）に対する固形分重量比が１：３～７：１の範囲である、組成物に関する
。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００３】
　Ｃａｒｔｙらの米国特許第４，０８６，２９６号では、多相アクリルコポリマー及び熱
可塑性ポリマーのブレンドについて開示しており、多相アクリルコポリマーは、約７，５
００～５０，０００の分子量を有する、少なくとも２５重量％の少なくとも１つのアルキ
ルアクリレートから作製された第１の非架橋相を含み、このアルキル基は、１～１８個の
炭素原子、ならびにアクリル及び／またはスチレンから作製され、約４００，０００～５
×１０６の分子量を有する最終硬質熱可塑性相を有する。Ｃａｒｔｙは、熱可塑性ポリマ
ーとしてポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）について開示している。しかし、Ｃａｒｔｙ文献の組
成物は、硬質第１ポリマー段階または相を欠いており、改善された溶融強度及び潤滑性の
両方を有する熱可塑性組成物を提供することができない。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００５】
　発明の説明
　１．本発明によれば、熱可塑性加工に使用される組成物は、（ｉ）ポリ塩化ビニル（Ｐ
ＶＣ）等のハロゲン化ビニルポリマーと、（ｉｉ）（Ａ）第１段ポリマー及び第２段ポリ
マーを有する、好ましくは粉末の、０．１～１２ｐｈｒ（塩化ビニルポリマーの１００重
量部固形分当たりの固形分部）、または好ましくは０．５～５ｐｈｒの多段アクリルコポ
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リマー、好ましくは二段アクリルコポリマーを含み、第１段ポリマーは、共重合形態で、
２５～７８．５重量％、または好ましくは５０～６７重量％の、（ａ）少なくとも１つの
Ｃ１～Ｃ６アルキルメタクリレートもしくはＣ１～Ｃ３アルキルアクリレート、好ましく
はメチルメタクリレート、または好ましくはメチルメタクリレート及びＣ２～Ｃ６アルキ
ルメタクリレートもしくはＣ１～Ｃ３アルキルアクリレートのいずれか、または好ましく
はメチルメタクリレート及びブチル（メタ）アクリレートと、０～７５重量％の（ｂ）１
つ以上の他の極性ビニルモノマー、例えばヒドロキシアルキル（メタ）アクリレート及び
モノマー（ａ）以外のアルキル（メタ）アクリレート等と、１０重量％以下、または好ま
しくは５重量％以下、またはより好ましくは２重量％以下の（ｃ）ビニル芳香族モノマー
と、からなり、全モノマー比率は第１段ポリマーの作製に使用されるモノマーの総重量を
基準としており、第１段ポリマーは、標準ポリスチレンに対しゲル浸透クロマトグラフィ
（ＧＰＣ）で測定した重量平均分子量が１×１０６～１０×１０６ｇ／モル、または好ま
しくは１．４×１０６～４×１０６ｇ／モルであり、及びＦｏｘ式により計算されたガラ
ス転移温度（計算されたＴｇ）が７０～１０５℃、または好ましくは７８～９８℃であり
、（Ｂ）第２段ポリマーは、共重合形態で、（ｄ）少なくとも１つのＣ４～Ｃ１８アルキ
ルアクリレートもしくはＣ８～Ｃ１８アルキルメタクリレート、好ましくは、ブチルアク
リレート、エチルヘキシルアクリレート、ラウリルメタクリレート、これらの混合物、ま
たはブチルアクリレートとこれらの混合物のいずれかと、合計で０～７５重量％、または
好ましくは２０～６０重量％の（ｃ）ビニル芳香族モノマー、例えばスチレンまたはα－
メチルスチレン、好ましくはスチレン等と、（ｂ）１つ以上の極性ビニルモノマーの残部
、例えばヒドロキシル官能性（メタ）アクリレート及びモノマー（ｄ）以外のアルキル（
メタ）アクリレート等と、からなり、全モノマー比率は第２段ポリマーの作製に使用され
るモノマーの総重量を基準としており、第２段ポリマーは、標準ポリスチレンに対しＧＰ
Ｃで測定した重量平均分子量（Ｍｗ）が１，０００～１００，０００ｇ／モル、または１
０，０００～６５，０００ｇ／モルであり、かつ計算されたＴｇが－６５～４５℃、また
は好ましくは－１０～４５℃、または好ましくは１０～３０℃であり、第１段ポリマー（
Ａ）の第２段ポリマー（Ｂ）に対する固形分重量比が１：３～７：１、または好ましくは
１：２～３：１、または好ましくは４：５～５：２、または好ましくは０．９：１～２．
３：１の範囲であり、多段アクリルコポリマーは、付加酸基官能性モノマー及び共重合形
態のこのようなモノマーを実質的に含まない、または好ましくは含まない。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００６】
　２．上記の項目１のような本発明によれば、（ｉｉ）多段アクリルコポリマーは、ジエ
チレン性またはポリエチレン性不飽和ビニルモノマー等の付加グラフト結合モノマーまた
は架橋モノマー、及び共重合形態のこのようなモノマーを実質的に含まない、または好ま
しくは含まない。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００９】
　５．上記の１、２、または３のいずれかにおける本発明の水性組成物によれば、（ｉｉ
）多段アクリルコポリマーの第１段ポリマーは、第２段ポリマーの計算されたＴｇを超え
る２５～１００℃、または好ましくは４０～９０℃、または好ましくは第２段ポリマーの
計算されたＴｇを超える５５～７５℃の計算されたＴｇを有する。
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【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１０】
　６．本発明の別の態様では、単一のポリマー添加剤を有する熱可塑性組成物の作製方法
は、反応器内で、５～４０℃、または好ましくは１０～３０℃の開始温度で、反応開始剤
または酸化還元対の存在下において、水または水性媒体中の２５～７８．５重量％、また
は好ましくは５０～６７重量％の（ａ）少なくとも１つのＣ１～Ｃ６アルキルメタクリレ
ートもしくはＣ１～Ｃ３アルキルアクリレート、好ましくはメチルメタクリレート、また
は好ましくはメチルメタクリレート及びＣ２～Ｃ６アルキルメタクリレートもしくはＣ１

～Ｃ３アルキルアクリレートのいずれか、または好ましくはメチルメタクリレート及びブ
チル（メタ）アクリレートと、０～７５重量％の（ｂ）１つ以上の他の極性ビニルモノマ
ー、例えばヒドロキシアルキル（メタ）アクリレート及びモノマー（ａ）以外のアルキル
（メタ）アクリレート等と、（ｃ）１０重量％以下、または好ましくは５重量％以下、ま
たはより好ましくは２重量％以下のビニル芳香族モノマーと（全モノマー比率は第１のモ
ノマー混合物中のモノマーの総重量を基準とする）、の第１のモノマー混合物を重合して
、標準ポリスチレンに対しゲル浸透クロマトグラフィ（ＧＰＣ）で測定した重量平均分子
量が１×１０６～１０×１０６ｇ／モル、または好ましくは１．４×１０６～４×１０６

ｇ／モルであり、かつＦｏｘ式により計算されたガラス転移温度（計算されたＴｇ）が７
０～１０５℃、または好ましくは７８～９８℃である、第１段ポリマー（Ａ）を形成する
ことと、第１段ポリマーの存在下において、（ｄ）少なくとも１つのＣ４～Ｃ１８アルキ
ルアクリレートまたはＣ８～Ｃ１８アルキルメタクリレート、好ましくは、ブチルアクリ
レート、エチルヘキシルアクリレート、ラウリルメタクリレート、これらの混合物、また
はメチルメタクリレートとこれらの混合物のいずれかと、合計で０～７５重量％、または
好ましくは２０～６０重量％の（ｃ）ビニル芳香族モノマー、例えばスチレンまたはαー
メチルスチレン等と、（ｂ）１つ以上の他の極性ビニルモノマーの残部、例えばヒドロキ
シル官能性（メタ）アクリレート及びモノマー（ｄ）以外のアルキル（メタ）アクリレー
ト等と（全モノマー比率は第２のモノマー混合物中のモノマーの総重量を基準とする）、
の第２のモノマー混合物を逐次的に重合して、標準ポリスチレンに対しＧＰＣで測定した
重量平均分子量（Ｍｗ）が１，０００～１００，０００ｇ／モル、または好ましくは１０
，０００～６５，０００ｇ／モルであり、かつ計算されたＴｇが－６５～４５℃、または
好ましくは－１０～４５℃、または好ましくは０～４５℃、またはより好ましくは１０～
３０℃である、第２段ポリマー（Ｂ）を形成することであって、第１のモノマー混合物の
第２のモノマー混合物に対する全固形分重量比が１：３～７：１、または好ましくは１：
２～３：１、または好ましくは４：５～５：２、または好ましくは０．９：１～２．３：
１の範囲であり、第１及び第２のモノマー混合物が、酸基官能性モノマーを実質的に含ま
ない、及び０．１重量％以下、または好ましくは５００ｐｐｍ以下である、重合すること
と、
　このようにして形成されたポリマーを乾燥させて、粉末を形成することであって、好ま
しくは、例えば４５℃及び９０℃の温度での凝固後に、乾燥及び脱水させて、多段または
好ましくは二段アクリルコポリマー添加剤粉末を形成することと、
　（ｉ）ハロゲン化ビニルポリマー、または好ましくは塩化ビニルポリマーを提供し、そ
れを多段アクリルコポリマー添加剤粉末とブレンド、例えば乾燥ブレンドまたは溶融混合
し、熱可塑性ポリマー組成物を形成することと、を含む。
【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３６
【訂正方法】変更
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【訂正の内容】
【００３６】
　本発明の熱可塑性組成物は、溶融強度及び潤滑性の両方を提供する、塩化ビニルポリマ
ーのような熱可塑性プラスチック用の多段アクリルコポリマー添加剤を提供する。多段ア
クリルコポリマーでは、第１段ポリマーは溶融強度を提供し、第２段ポリマーは潤滑性を
提供する。本発明は、当該技術分野の通りの２つではなく単一の添加剤ポリマーを使用す
ることを可能にする。第２段ポリマーが低Ｔｇポリマー段階である、高及び低ガラス転移
温度（Ｔｇ）ポリマー段階の組み合わせ故に、この本発明の多段アクリルコポリマー添加
剤を凝固及び乾燥することができる。更に、両段階が官能性であるため、多段アクリル酸
コポリマーを分離する際に無駄になる部分がない。いっそう更に、第１段ポリマーが高分
子量ポリマーであるため、本発明の多段アクリルコポリマーを作製するための重合は、例
えば室温で、熱や熱エネルギーを加えることなく行うことができ、モノマー混合物の重合
によってより高分子量のポリマー及び発熱が生じ、この発熱は熱や熱エネルギー
を加えることなく第２段ポリマーを作製するために使用することができる。
【誤訳訂正１３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３７】
　熱可塑性ポリマー組成物では、本発明の多段アクリルコポリマーの有用量は、０．１～
１２ｐｈｒ、または好ましくは０．５～５ｐｈｒの範囲である。多段アクリルコポリマー
を多く使用しすぎると、潤滑剤が多すぎる第２段ポリマーにより組成物が粘着性になり得
るか、または熱可塑性ポリマーマトリックス中で良好に分散させることができず、その結
果として、これらから作製された生成物の表面が波状または粗面になる。
【誤訳訂正１４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３８】
　本発明の多段コポリマーでは、第１段ポリマーは、熱可塑性プラスチックまたは塩化ビ
ニルポリマーの溶融物中にブレンドするのに対し、第２段ポリマーは、熱可塑性ポリマー
で作製された物品の表面に移動する必要がある。したがって、第１段ポリマーは、熱可塑
性ポリマーマトリックスと相溶性であり、多段アクリルコポリマー添加剤の第２段階とい
くらか不相溶でなければならず、熱可塑性ポリマーは、その段階の移動を可能にするため
に望ましい。
【誤訳訂正１５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４７】
　本発明の多段アクリルコポリマーは、付加または共重合酸基官能性モノマーを実質的に
含まない（コポリマーの作製に使用された全モノマー固形分の≦０．１重量％）、または
好ましくは含まない。このようなモノマーは、塩化ビニルポリマーを劣化させ得る。
【誤訳訂正１６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４８
【訂正方法】変更
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【訂正の内容】
【００４８】
　更に、本発明の多段アクリルコポリマーは、発明であり、付加または共重合架橋、グラ
フト結合、またはジエチレン性不飽和モノマーを実質的に含まない（コポリマーの作製に
使用された全モノマー固形分の≦０．１重量％）、または好ましくは含まない。このよう
なモノマーの存在により、得られた第２段ポリマーが溶融物中の熱可塑性ポリマーの表面
で広がる、または表面へと移動することができないため、本発明の多段アクリルコポリマ
ーの潤滑プラスチック添加剤効果が排除される。
【誤訳訂正１７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４９】
　本発明の多段アクリルコポリマーまたは塩化ビニルポリマーの作製に使用するのに好適
な非イオン性モノマーとしては、アクリル及びビニル非イオン性モノマーが挙げられる。
一般に、アクリル非イオン性モノマーとしては、例えばＣ１－３０アルキル（メタ）アク
リレート、Ｃ５－３０シクロアルキル（メタ）アクリレート、またはＣ５－３０（アルキ
ル）アリール（メタ）アクリレート等のアルキル（メタ）アクリレートが挙げられ得、例
えばブチルアクリレート、及びメタクリル酸イソデシルを含む。ビニル非イオン性モノマ
ーとしては、例えばビニルアセテートまたは他のビニルエステル、及び他のビニルモノマ
ー、例えば塩化ビニリデン等が挙げられ得る。本発明の多段アクリルコポリマーの作製に
おいて、極性モノマー（ｂ）は、モノマー（ａ）、モノマー（ｃ）、及びモノマー（ｄ）
以外の非イオン性モノマーである。
【誤訳訂正１８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５２】
　本発明の多段アクリルコポリマーにおいて、第１段ポリマーの第２段ポリマーに対する
固形分重量比は、１：３～７：１、または好ましくは１：２～３：１、または好ましくは
４：５～５：２、またはより好ましくは０．９：１～２．３：１の範囲であってよい。
【誤訳訂正１９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５３】
　好ましくは、確実に熱可塑性ポリマーマトリックスの溶融物中に完全に分布するように
、第１段ポリマーは、共重合形態で、本発明の多段アクリルコポリマーを製造するために
使用されるモノマーを５０重量％以上含む。
【誤訳訂正２０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５６】
　一般的に、多段アクリルコポリマーは、例えば過硫酸塩もしくは過酸化物等の過酸のよ
うな熱反応開始剤等の反応開始剤、または過酸もしくは過酸化物及び重亜硫酸塩もしくは
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有機スルホキシル酸等の還元剤等の酸化還元対の存在下において、水性乳化重合または懸
濁重合により形成される。このような重合法は、例えば米国特許第４，３２５，８５６号
、４，６５４，３９７号、及び４，８１４，３７３号等の当該技術分野において一般的で
ある。多段重合プロセスでは、組成が異なる少なくとも２つの段が逐次的方法で形成され
、本発明では、第１段ポリマーの次に第２段ポリマーが形成される。
【誤訳訂正２１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６３】
　多段アクリルコポリマーを、凝固または噴霧乾燥により乾燥させ、粉末を形成する。凝
固は、塩化ナトリウム、酢酸マグネシウム、次亜リン酸カルシウムなどの無機酸の塩の水
溶液を使用した水性電解質（塩）凝固などの、当該技術分野において既知の種々の凝固法
により実施することができる。好ましくは、電解質溶液は、塩化カルシウム（ＣａＣｌ２

）などの二価カチオンを含む塩で調製される。メタノール等の水溶性または部分的に水溶
性の溶媒を用いた凝固（「メタノール凝固」）もまた可能である。
【誤訳訂正２２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６６】
　本発明の別の変形例は、粉末形態または水性スラリー形態のいずれかである、１つ以上
の他の既知の多段アクリルコポリマー組成物を添加することを含む。最終凝固ステップま
たはウェットケーキの形成後、混合装置として高速ミキサ、ブレンダ、混練機、押出成形
機、流動乾燥床等の標準装置を使用して、これらの添加剤を組成物にブレンドすることが
できる。
【誤訳訂正２３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６９】
　本発明の多段アクリルコポリマーは、熱可塑性ポリマーの加工に使用し、熱可塑性ポリ
マーをほんの数例を挙げれば、ハロゲン化ビニルポリマー、または好ましくは塩化ビニル
ポリマー、ならびに塩素化ポリ（塩化ビニル）、ポリ（メチルメタクリレート）、いわゆ
る「バリア樹脂」を含有する、共重合形態の、ビニリデンクロライド、アクリロニトリル
、ならびにセルロースアセテートブチレート、ポリプロピレン、及び高密度ポリエチレン
を含む。
【誤訳訂正２４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７２】
　本発明の熱可塑性ポリマー組成物は更に、従来のプラスチック加工装置を使用して、ブ
レンドするステップ、押出するステップ、及びペレット化するステップによってペレット
に形成されてよい。このようなペレットは、本発明の乾燥多段アクリルコポリマー粉末及
び１つ以上の熱可塑性樹脂を、多段アクリルコポリマーの熱可塑性ポリマーマトリックス
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に対する重量比が１２：８８～５０：５０の範囲で、容易に含有してよい。
【誤訳訂正２５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７３】
　本発明の熱可塑性ポリマー組成物には、圧延シート、熱成形シート、射出成型物品、吹
込成形物品、押出加工物品等を含む多くの用途がある。多段アクリルコポリマーの成分モ
ノマーが、多段アクリルコポリマーの屈折率が熱可塑性ポリマーマトリックスと正確に一
致するように添加される場合、得られたポリマーは透明性を必要とする用途において有益
である。
【誤訳訂正２６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７４】
　本発明の多段アクリルコポリマーは、好ましくはポリ（塩化ビニル）（「ＰＶＣ」）及
び塩素化ＰＶＣ（「ＣＰＶＣ」）中にブレンドされる。本発明の多段アクリルコポリマー
は、ＰＶＣ製品の両方の効率的な加工性、溶融強度、溶融弾性、潤滑性、及び耐候性が必
要とされる、ＰＶＣサイディング、窓サッシ、及び他の外装建物製品の製造に特に有用で
ある。多段アクリルコポリマーは、０．１～１２ｐｈｒの範囲でＰＶＣ配合中に存在する
多段アクリルコポリマーを用いたＰＶＣサイディングの調製に使用される。
【誤訳訂正２７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７５】
　本発明の多段アクリルコポリマー粉末は更に、ＰＶＣ発泡体の調製に有用であると考え
られる。
【誤訳訂正２８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７９】
　実施例２の多段アクリルコポリマーの合成：
　実施例２のポリマーの合成は、以下の表１に示された指定のモノマー混合物で、上記の
実施例１の合成と同様に実施したが、ただし、段階１固形分含有量は２９％であり、段階
１ポリマーの段階２ポリマーに対する比は２：１であった。更に、第１段ポリマー重合で
は、モノマーは２つの同等のショットで充填した。
【誤訳訂正２９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８９】
　上記の表４で示すように、本発明の多段アクリルコポリマーを含有する本発明の実施例
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１及び２は、許容可能な溶融強度及び潤滑性を提供した。対照的に、比較実施例で同様の
溶融強度及び潤滑性を得るためには、２／３のＫ１３０Ｐ溶融強度ポリマー添加剤及び１
／３のＫ－１７５Ｐ潤滑性ポリマー添加剤の物理的ブレンドが、本発明の多段アクリルコ
ポリマーの性質と一致するためには必要であった。
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